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令和７年第５回定例教育委員会

令和７年５月２７日（火）午後２時３０分

江別市教育庁舎 大会議室

１ 報告事項

（１）令和６年度学校評価の結果報告について

（２）令和６年度一般財団法人江別市スポーツ振興財団の決算に関する報告について

２ 審議事項

（１）令和７年議案第１６号

江別市奨学審議委員会委員の委嘱について

（２）令和７年議案第１７号

江別市立小学校及び中学校通学区域審議会委員の委嘱について

（３）令和７年議案第１８号

江別市教育支援委員会委員の委嘱について

（４）令和７年議案第１９号

江別市スポーツ推進審議会委員の委嘱について

（５）令和７年議案第２０号

江別市社会教育委員の補欠委員の委嘱について

（６）令和７年議案第２１号

江別市文化財保護委員会委員の補欠委員の委嘱について

３ その他

○次回教育委員会予定案件について

○令和７年第６回定例教育委員会の日程について

出席者 教育長 黒 川 淳 司

委 員 須 田 壽美江

委 員 麓 美 絵

委 員 新 館 忠 義

委 員 兼 子 弘 詔

説明員 教育部長 佐 藤 学

教育部次長 新 山 千 穂

学校教育支援室長

小 椋 公 司

総務課長 山 崎 浩 克

総務課主幹 清 水 孝 則

学校教育課長 稲 田 征 己

教育支援課長 水 口 武

教育支援課参事 米 山 昌 樹

給食センター長 三 浦 洋

対雁調理場長 井 上 滋

生涯学習課長 星 野 真

スポーツ課長 松 井 正 行

スポーツ課主幹 天 野 保 則

情報図書館長 佐 野 之 範

郷土資料館長 堀 井 修

郷土資料館参事 兼 平 一 志

記録員 総務課総務係長 本 田 拓 也

傍聴者 なし
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会 議 録

黒川教育長

清水教育政策

担当主幹

（開会）

ただいまから、令和７年第５回定例教育委員会を開会いたします。

本日の議事日程は、配付のとおりであります。

会議に先立ち、本日の会議録署名人を新館委員にお願いいたします。

それでは、議事に入ります。

１の報告事項（１）令和６年度学校評価の結果報告についての報告を求めます。

清水教育政策担当主幹お願いします。

報告事項（１）令和６年度学校評価の結果報告について、ご説明いたします。

学校評価は、学校運営の改善を図り、教育水準の向上に努めるため、江別市立学校管理

規則第１０条の規定に基づき実施するものであり、各学校が教育活動その他の学校運営の

状況について自己評価を行い、その結果に対して、学校運営委員会が学校関係者評価を行

う仕組みとなっております。

資料の２ページをお開きください。この表は、各学校から提出された自己評価書に記載

の評価分野数、評価項目数、自己評価の達成状況、学校関係者評価による評価の状況を集

計したものです。これらの具体的な説明について、３ページ以降に記載しております。

３ページの１．評価分野数及び項目数について、江別市では「経営方針の重点」、「教育

課程・学習指導」、「生徒指導」、「小中一貫教育」の４分野を必須とし、さらに各学校が独

自に設定した分野を加えて、全部で概ね４から６分野での評価を行っております。また、

各分野における評価項目数は、各学校の判断に委ねる方式を採っております。令和６年度

における、これらの平均値につきましては、資料に記載のとおりです。

評価分野及び項目については、学校経営方針や年度の重点、具体的な取組等に応じて、

毎年見直しが行われますが、教育活動の継続性とそれに伴う経年変化の読み取りが必要な

ことから、概ね前年度と同様の内容になることが多くなります。

次に、２．自由選択した評価分野の主なものは、「健康安全指導等」や「保護者・地域と

の連携等」など資料に記載のとおりです。

４ページをご覧ください。３．自己評価結果については、円グラフに記載のとおり、左

の小学校では「よい」というＡ評価は 73.9％で、前年度より 0.4 ポイント増加、右の中学

校ではＡ評価は 66.9％で、前年度より 8.4 ポイント増加しており、教職員が児童生徒の成

長を実感し、各種の教育活動の達成感・成就感を感じている様子が伺えます。

一方、「ややよくない」というＣ評価が中学校で 1.2%ありました。学力向上及び働き方改

革の２項目でＣ評価となりましたが、いずれも着実に取組は進められているが、より成果

を挙げていくために高めの評価基準を設定したことでＣ評価となったものです。

５ページをご覧ください。４．自己評価書作成に係る評価会議について、開催状況は資

料に記載のとおりです。

次に、５．学校関係者評価については、棒グラフに記載のとおり、左の小学校では、自

己評価の適切さについて、「よい」というＡ評価の割合は 91.0％、改善策の適切さについて、

Ａ評価は 95.5％、右の中学校においても、それぞれ 98.8％、99.4％となっております。

小中学校ともにＣ、Ｄの否定的な評価はなく、全ての学校で、自己評価が適切に行われ

ていると評価されております。

６ページをご覧ください。６．学校関係者評価における意見総数については、全体で１

０１件であり、内訳は小学校が７０件、中学校が３１件となっております。

この意見を大別して、評価の項目設定、評価の個別又は全般に対するものを「分類Ａ」、

分野に関わる改善方策や日頃感じていることなどを「分類Ｂ」として区分しますと、「分類

Ａ」は２１件、「分類Ｂ」は８０件となり、これらのうち主なものを７ページ以降に記載し

ておりますので、後ほどご参照ください。

７．学校評価の結果を受けてですが、自己評価及び学校関係者評価書については各学校

のホームページ等で公開しており、学校間で情報共有が可能となっておりますが、教育委

員会としましても、結果を共有、活用しながら、かさ上げの意味での平準化に向けた助言

等に取り組んでまいります。

なお、公表対象としている学校別の「自己評価及び学校関係者評価書」の写しを別冊と

して添付しておりますので、併せてご参照願います。

以上です。
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黒川教育長

須田委員

稲田学校教育

課長

須田委員

黒川教育長

松井スポーツ

課長

ただいま報告のありました、令和６年度学校評価の結果報告について、質問等がござい

ましたらお受けします。

資料９ページの保護者アンケートに、小中一貫教育の取組は見えにくい部分があるよう

に思うという意見がありましたが、どのようにこれから保護者に広めていこうと考えてま

すでしょうか。

小中一貫教育がスタートして３年目になりますが、このようなご意見があるということ

は真摯に受け止めなければならないと思います。活動内容のＰＲに関しましては、「江別市

小中一貫教育 つなぎ つむぐ」という情報誌を作り、自治会回覧での配付や、学校だより

と一緒に配付することを進めております。そういった地道な活動を続けながら、小中一貫

教育の取組を行った際には学校だよりで周知するなど、これからさらに浸透させていけれ

ばと思っております。

学校だよりを自治会回覧に出していない学校もあり、そういった学校では小中一貫教育

というのは浸透していないのではないかと思います。自治会で学校だよりをもらえないと

ころなどは、みなさんに知らせられる方法を考えていただきたいと思います。わたしたち

は小中一貫教育のすばらしさを理解していますが、まだこういった意見があるのだなと改

めて思いましたので、よろしくお願いいたします。

そのほか質問はございますか。

わたしから一点、学校評価の結果報告については、例えばいじめ防止基本方針は必ず公

表しなければならないというように、公表を義務付けられております。おたよりを配付し

てお知らせする、またはホームページで公表する、といった方法は任せられてはおります

が、学校評価の公表状況について、総務課を中心に把握していただけるとありがたいと思

っておりますのでよろしくお願いいたします。

そのほか質問はございますか。

（質疑終了）

それでは、本報告について終了してよろしいですか。

（一同了承）

次に、報告事項（２）令和６年度一般財団法人江別市スポーツ振興財団の決算に関する

報告についての報告を求めます。

松井スポーツ課長お願いします。

報告事項（２）令和６年度一般財団法人江別市スポーツ振興財団の決算に関する報告に

ついてご説明いたします。

財団の決算に関する書類につきましては、財団の理事会並びに評議員会において承認を

得まして市に提出されたものであり、その概要につきまして、ご説明いたします。

財団の事業の状況及び処務の概要につきましては、第３３期事業報告書の１ページから

３ページに記載されておりますので、ご参照いただきたいと存じます。

次に、４ページをお開き願います。第３の「計算書類等に関する事項」、１の令和６年度

収支計算書につきまして、まず、収入の部でありますが、主なものとして、３の事業収入

は、指定管理事業収入等であり３億８３９万２，１８８円となっております。

また、４の補助金収入は、江別市からの補助金であり４，１３１万７，０００円、これ

に基本財産運用収入、特定資産運用収入及び雑収入を加えた当期収入合計は、３億５，３

１７万６，９５９円であり、前期繰越収支差額９９６万６，１３０円を合わせた収入合計

は、３億６，３１４万３，０８９円となったものであります。

次に、支出の部でありますが、５ページをご覧願います。１の補助事業費は、スポーツ

大会開催等に要した経費であり４，２６８万９，０９５円、２の受託事業費は、屋外体育

施設等の管理業務に要した経費であり１，５７３万７，２２９円、３の指定管理事業費は、

指定管理施設の管理運営費等に要した経費であり、２億９，１８２万９，８７２円となっ

たものであります。

次に、６ページをお開き願います。その他、自主事業費等を加えた、当期支出合計は、

３億５，２５８万５，３６８円となったものであります。

この結果、当期収支差額は、プラス５９万１，５９１円となり、前期繰越収支差額を含

めた次期繰越収支差額は、１，０５５万７，７２１円となったものであります。

なお、７ページの「２ 収支計算書に対する注記」から１２ページの「監査報告書」ま

では、それぞれ記載のとおりであります。
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黒川教育長

稲田学校教育

課長

黒川教育長

稲田学校教育

課長

黒川教育長

稲田学校教育

課長

黒川教育長

以上です。

ただいま報告のありました、令和６年度一般財団法人江別市スポーツ振興財団の決算に

関する報告について、質問等がございましたらお受けします。

（質疑なし）

それでは、本報告について終了してよろしいですか。

（一同了承）

続いて、２の審議事項に入ります。

審議事項（１）令和７年議案第１６号 江別市奨学審議委員会委員の委嘱についての説

明を求めます。

稲田学校教育課長お願いします。

審議事項（１）議案第１６号 江別市奨学審議委員会委員の委嘱について、ご説明いた

します。資料をご覧ください。

はじめに、奨学審議委員会は、修学能力があるにもかかわらず経済的な理由により修学

困難な高等学校生徒に、その修学に必要な資金の一部を貸与し、生徒が等しくその能力に

応ずる教育を受ける機会を与えることを目的とする奨学資金貸与条例に基づき設置するも

ので、奨学資金の貸与者を諮問する機関であります。

このたび、現委員の任期が満了となることから、新たに委員を委嘱しようとするもので

す。

次に、１ 委員候補者についてでありますが、２ページの名簿に記載のとおりです。

次に、２ 委員の任期につきましては、令和７年５月２７日から令和９年５月２６日ま

でとなります。

以上、ご説明いたしましたので、ご審議のほどよろしくお願いいたします。

ただいま説明のありました本件に対する質問等がございましたらお受けいたします。

わたしから、奨学金の貸与の制度についておしえてください。まず、毎月どのくらいの

金額が貸与されるのでしょうか。また、どのくらいの申し込みがあるのか、実際に貸与し

ているのはどのくらいの人数がいるのか、今わかる範囲でおしえていただけると幸いです。

貸与の金額は公立高校と私立高校で異なり、公立高校では月額８，０００円、私立高校

では月額１８，０００円となっております。申し込みについては、今年度は全部で４名か

ら申し込みが来ています。そのうち３名は昨年度からの継続なので、高校２年生と３年生

です。新たな高校１年生として、今回１名から申し込みが来ている状況でございます。昨

年が３名、今年が４名で、近年は一桁の人数で推移している状況でございます。

そのほか質問はございますか。

（質疑終了）

それでは、令和７年議案第１６号 江別市奨学審議委員会委員の委嘱についてを承認す

ることにご異議ありませんか。

（一同了承）

それでは、そのように承認いたします。

次に、審議事項（２）令和７年議案第１７号 江別市立小学校及び中学校通学区域審議

会委員の委嘱についての説明を求めます。

稲田学校教育課長お願いします。

審議事項（２）議案第１７号 江別市立小学校及び中学校通学区域審議会委員の委嘱に

ついて、ご説明いたします。資料をご覧ください。

はじめに、通学区域審議会は、児童生徒の通学区域の設定及び変更に関する事項を調査、

審議し、教育委員会に答申することを目的として、条例に基づき設置しております。

このたび、現委員の任期が満了となることから、新たに委員を委嘱しようとするもので

す。

次に、１ 委員候補者についてでありますが、２ページの名簿に記載のとおりです。

次に、２ 委員の任期につきましては、令和７年６月１４日から令和９年６月１３日ま

でとなります。

以上、ご説明いたしましたので、ご審議のほどよろしくお願いいたします。

ただいま説明のありました本件に対する質問等がございましたらお受けいたします。

（質疑なし）

それでは、令和７年議案第１７号 江別市立小学校及び中学校通学区域審議会委員の委
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水口教育支援

課

黒川教育長

水口教育支援

課長

黒川教育長

松井スポーツ

課長

黒川教育長

嘱についてを承認することにご異議ありませんか。

（一同了承）

それでは、そのように承認いたします。

次に、審議事項（３）令和７年議案第１８号 江別市教育支援委員会委員の委嘱につい

ての説明を求めます。

水口教育支援課長お願いします。

審議事項（３）令和７年議案第１８号 江別市教育支援委員会委員の委嘱についてご説

明いたします。資料をご覧願います。

はじめに、江別市教育支援委員会は、障がいのある子どもたちの適切な就学先について、

調査、審議及び答申を行う機関であり、江別市教育支援委員会条例に基づき、医師、学識

経験者等を含む計１８名に、委員の委嘱を行っております。

このたび、現委員の任期が令和７年５月３１日で満了となることから、新たに委嘱しよ

うとするものです。

１委員候補者につきましては、裏面の２ページに記載しておりますので、ご参照願いま

す。

２委員の任期につきましては、令和７年６月１日から令和９年５月３１日まででありま

す。

以上、ご説明申し上げましたので、ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

ただいま説明のありました本件に対する質問等がございましたらお受けいたします。

わたしからお尋ねさせていただきます。委員名簿を拝見すると、新任者がたくさんいら

っしゃいますが、教職員では管内でも有名な特別支援教育のプロフェッショナルが入って

いますし、南幌養護学校の校長先生や、医師を始め様々な方々が委員を担っていただいて

いることを大変ありがたく思うのと同時に、この教育支援委員会で協議しなければならな

い児童生徒数が非常に増えており、この協議に係る時間もかなり長くなっているように思

うのですが、年間での回数や会議の終了時刻等をわかる範囲でおしえていただけるとあり

がたいです。

教育長からご案内いただきましたとおり、審議件数は毎年増えております。１年間に開

催する回数は、急な案件があればプラスすることもありますが、年５回としております。

審議件数ですが、令和３年度に就学する児童生徒の審議件数は２１３件でしたが、令和７

年度に就学する児童生徒の審議件数は３３４件ということで、１２１件、約１．６倍に増

えております。年度によってばらつきはございますが、今後も３００件を超える審議件数

で推移することになろうかと思います。また、審議にかかる時間も毎年度少しずつ増えて

おりまして、１回に審議する件数も４０件～５０件ということもございまして、だいたい

３時間くらいかかることもございます。

そのほか質問はございますか。

（質疑終了）

それでは、令和７年議案第１８号 江別市教育支援委員会委員の委嘱についてを承認す

ることにご異議ありませんか。

（一同了承）

それでは、そのように承認いたします。

次に、審議事項（４）令和７年議案第１９号 江別市スポーツ推進審議会委員の委嘱に

ついての説明を求めます。

松井スポーツ課長お願いします。

議案第１９号 江別市スポーツ推進審議会委員の委嘱についてご説明いたします。資料

をご覧願います。

江別市スポーツ推進審議会委員につきましては、江別市スポーツ推進審議会条例第３条

の規定に基づき１１名の委員を委嘱しております。

委員の任期は２年間で、現委員の任期が令和７年５月３１日で満了となりますことから、

今回、新たに委嘱しようとするものです。

１の委員候補者については、２ページの委員名簿に記載のとおりでございます。

２の委員の任期については、令和７年６月１日から令和９年５月３１日であります。

以上、ご説明いたしましたので、ご審議のほどよろしくお願いいたします。

ただいま説明のありました本件に対する質問等がございましたらお受けいたします。
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星野生涯学習

課長

黒川教育長

堀井郷土資料

館長

黒川教育長

（質疑なし）

それでは、令和７年議案第１９号 江別市スポーツ推進審議会委員の委嘱についてを承

認することにご異議ありませんか。

（一同了承）

それでは、そのように承認いたします。

次に、審議事項（５）令和７年議案第２０号 江別市社会教育委員の補欠委員の委嘱に

ついての説明を求めます。

星野生涯学習課長お願いします。

審議事項（５）令和７年議案第２０号江別市社会教育委員の補欠委員の委嘱について、

ご説明いたします。資料をご覧願います。

江別市社会教育委員は、社会教育法第１５条の規定及び江別市社会教育委員条例に基づ

き委嘱するもので、社会教育に関し、教育委員会に助言するための職務を行うものであり

ます。

社会教育委員は、令和６年８月から２年間の任期で委嘱しておりますが、このたび、委

員の退任に伴い欠員が生じましたことから、補欠委員について選考を進めておりましたと

ころ、１の補欠委員候補者に記載のとおり、江別市小中学校長会から推薦を受けた、大麻

東中学校 岡山 拓（おかやま ひらく）校長を新たに委嘱するものであります。

２の補欠委員の任期につきましては、前任者の残任期間とし、本日から、令和８年７月

３１日までの期間であります。

３の委員名簿につきましては、新委員を含めた委員の名簿を裏面の２ページに記載して

おりますのでご参照ください。

以上、ご説明いたしましたので、ご審議のほどよろしくお願いいたします。

ただいま説明のありました本件に対する質問等がございましたらお受けいたします。

（質疑なし）

それでは、令和７年議案第２０号 江別市社会教育委員の補欠委員の委嘱についてを承

認することにご異議ありませんか。

（一同了承）

それでは、そのように承認いたします。

次に、審議事項（６）令和７年議案第２１号 江別市文化財保護委員会委員の補欠委員

の委嘱についての説明を求めます。

堀井郷土資料館長お願いします。

審議事項（６）令和７年議案第２１号 江別市文化財保護委員会委員の補欠委員の委嘱

について、ご説明いたします。資料をご覧願います。

江別市文化財保護委員会は、文化財の指定並びに保護について、教育委員会の諮問に応

じる機関として江別市文化財保護条例の規定に基づき設置されており、１０名の委員を委

嘱しております。

現在の文化財保護委員は、令和６年８月１日から２年間の任期で委嘱しておりますが、

４月１日付け人事異動により欠員が生じましたことから、１の補欠委員候補者に記載のと

おり、江別市小中学校長会から推薦を受けた大麻小学校校長の安部 由里香（あべ ゆり

か）さんを新たに委嘱するものであります。

２の補欠委員の任期につきましては、前任者の残任期間とし、本日から令和８年７月３

１日までの期間であります。

３の委員名簿につきましては、新委員を含めた委員の名簿を次のページに記載しており

ます。

以上、ご説明いたしましたので、ご審議のほどよろしくお願いいたします。

ただいま説明のありました本件に対する質問等がございましたらお受けいたします。

（質疑なし）

それでは、令和７年議案第２１号 江別市文化財保護委員会委員の補欠委員の委嘱につ

いてを承認することにご異議ありませんか。

（一同了承）

それでは、そのように承認いたします。

続いて、３のその他、次回教育委員会予定案件及び日程について説明願います。

山崎総務課長お願いします。
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終了 午後３時２分

署名人（教育長） 黒川 淳司

署 名 人 新館 忠義

山崎総務課長

黒川教育長

次回の教育委員会の案件でございますが、報告事項として、令和７年第２回江別市議会

定例会の一般質問について、審議事項として、江別市青少年健全育成協議会委員の委嘱に

ついて、指定管理施設の更新について、などを予定しております。

また、次回の定例教育委員会の日程でございますが、６月２６日木曜日午後３時からと

考えておりますが、各委員のご都合等はいかがでしょうか。

ただいまありましたように、次回の定例教育委員会は、６月２６日木曜日午後３時から

ということで、皆様よろしいですか。

（一同了承）

以上をもちまして、第５回定例教育委員会を終了いたします。

（閉会）


